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関東信越税理士政治連盟は、７月８日、ザ・
キャピトルホテル東急（千代田区）で第59回定
期大会を開催した。

大会は代議員250人中、206人の出席（内委任
状出席94人）を得て、盛会に開催された。

冒頭、物故会員に対する黙とうを行い、大石
敬副会長の開会のことば、司会から、ご臨席く
ださった来賓の工藤重信日本税理士政治連盟副
会長、吉川裕一同幹事長、名倉明彦東京税理士
政治連盟会長、鈴木崇晴東京地方税理士政治連
盟会長、美保哲夫千葉県税理士政治連盟会長、
名越隆雄北海道税理士政治連盟会長、大山博之
関東信越税理士会会長、本塚雄一郎関東信越税
理士国民健康保険組合理事長、長谷川良則関東
信越税理士協同組合連合会副理事長の紹介があ
り、小林俊一会長のあいさつ、大山博之関東信
越税理士会会長のあいさつの後、議長に小泉達
哉代議員、副議長に岡本篤典代議員が選出され、
議事に入った。

大会に上程された議案はすべて原案のとおり
可決承認され、議事終了後、代議員代表者６人
から大会決議文の朗読が行われた。

続いて、工藤日税政副会長、名倉東京税政連
会長、鈴木東京地方税政連会長、美保千葉県税
政連会長、名越北海道税政連会長から祝辞が
あった。

その後、片山さつき参議院議員（自民党・比

例）から国政報告があり、秋山典久副会長の閉
会のことばをもって大会は終了した。

懇親会では、関信越選出の、36人の国会議員
（代理含む）からあいさつがあり、参加者との
懇談が行われた。

関東信越税理士政治連盟

第59回　定期大会を開催
全議案を可決承認

定期大会 会場の様子

大山関東信越税理士会会長あいさつ

小林会長あいさつ
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大　会　決　議
一、われわれは、税理士制度の発展と、納税者のための真の代表を国会に送るため強力な運動を

展開する。
二、われわれは、納税者に信頼される税理士制度の確立を目指して強力な運動を展開する。
三、われわれは、公正な税制の確立及び税務行政改善のため強力な運動を展開する。
四、われわれは、税制改正に際し、中小企業者に過重な負担をもたらすことのないよう強力な運

動を展開する。
五、われわれは、規制改革の動向を注視し、税理士会への強制入会制と税理士業務の無償独占堅

持のため強力な運動を展開する。
六、われわれは、税理士の業務に重大な影響を及ぼす動向に対して強力な運動を展開する。

※第 59 回定期大会の議案書は、関税政ホームページ（http://www.kanzeisei.jp/）に全文掲載されています。

国政報告　片山さつき参議院議員 名倉東京税政連会長

鈴木東京地方税政連会長

工藤日税政副会長

美保千葉県税政連会長 名越北海道税政連会長

大石副会長　開会のことば 小泉議長（左）、岡本副議長（右） 秋山副会長　閉会のことば
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本年４月から３期目の会長を拝命しておりま
す、小林でございます。どうぞ宜しくお願いい
たします。本日はお忙しい中、日本税理士政治
連盟工藤副会長、吉川幹事長、そして、東京、
東京地方、千葉県、北海道と東日本の単位税政
連の会長の皆様方、また、関東信越税理士会か
ら大山会長、また関連組織の代表の方にお越し
いただき、そして、このように大勢の代議員の
皆様方とともに第59回定期大会が開催される運
びとなりましたこと、感謝申し上げます。

この場をお借りして、令和６年度の関税政会
務についてご報告させていただきます。昨年の
定期大会において関税政会務に当たり３つの重
点項目をお話しさせていただきました。１つ目
は税理士会との連携でございます。こちらにつ
きましては、関東信越税理士会の定期総会、理
事会等に出席させていただいているのは勿論の
こと、毎月の入会式にも出席をさせていただい
ております。その他、関連組織の組織長の協議
会を設けていただき、情報交換等を行い、現状
を共有しているところでございます。

２つ目は、財政の在り方と現状の問題点、今
後の改善についてでしたが、こちらについては、
昨年も継続して検討に取り組んでいるというこ
とをお話ししたことと存じます。各県税政連の
財政、すなわち組織率が低下してきており、５
年前から毎年約１％ずつ減少してきておりま
す。令和６年度末で組織率は68.4％となってい
るのが現状でございます。やはりこの組織率を
向上させなければ健全な財政状態は難しいと考
えているところでございます。

３つ目は国会議員の皆様への陳情活動でござ

います。昨年10月の第50回衆議院議員総選挙に
おいて、関税政では53人を推薦候補者といたし
ましたが、そのうち41人の当選という今までに
ない低い当選率になりました。これは、自民党
の収支報告書への不記載問題などにより党の
推薦を受けられない議員がいらしたこともあ
り、自民党の議員が11人落選したという結果に
なりました。しかしながら関税政管内では、昨
年度新たに５つの後援会が設立されました。現
在、61の税理士による後援会があります。この
後援会の議員の先生方を中心に、今年も７月か
らの早期陳情をお願いしているところでござい
ます。これは、各県税政連の皆様方の活発な活
動があってこそのことと感謝しております。少
数与党の政局となったため、全ての国会議員に
我々の声を届ける時だと考えているところでご
ざいます。

さて、今年度は急速に進むデジタル化や働き
方改革、また関税の問題等経済情勢は大きく変
貌しております。税理士を取り巻く環境も大き
く変化しております。関税政の会務におきまし
ても、このような変化に対応して執行部が一丸
となって進めていくべきと考えております。特
に組織率の問題は、これからの税理士の問題と
捉え、税理士会を始め、関連組織とも協力して
進めていきたいと考えております。

結びに、本日の議案の慎重審議をお願いする
とともに、ご参会の皆様方のご健勝、ご多幸、
ご繁栄をご祈念申し上げましてごあいさつとさ
せていただきます。

本日は宜しくお願いいたします。

定期大会あいさつ
関東信越税理士政治連盟

　会長　小　林　俊　一

（4） 第60号	 関　　　　税　　　　政	 令和 7 年 9 月 25 日発行



本日は、関東信越税理士政治連盟の第59回定

期大会が盛大に開催されますことを、心よりお

祝い申し上げます。また、平素より日本税理士

政治連盟の会務運営に対し、格別のご理解とご

支援を賜っておりますことに、深く感謝申し上

げます。本日は、日税政の現在の諸課題につい

て、概要をご報告申し上げます。

まず税制改正への対応は日税政にとって最重

要課題です。令和７年度税制改正に関しては、

基礎控除の引き上げ、事業承継税制の特例措置

の緩和、中小企業の法人税率の軽減措置の延長

など、多くの要望が実現に至りました。これら

の成果は、単位税理士政治連盟の皆様及び税理

士による国会議員等後援会のご尽力によるもの

であり、改めて感謝申し上げます。

令和８年度税制改正に関しては、令和７年６

月25日に日本税理士会連合会の理事会において

「令和８年度 税制改正に関する建議書」が機関

決定され、翌26日には日税政幹事会にて「令和

８年度 税制改正に関する要望書」を決定しま

した。今回の重点項目には、消費税の単一税率

化やインボイス制度の特例措置延長など、６項

目が盛り込まれています。

税制建議は、税理士政治連盟の行動を通じて

実現されてこそ、真に意味を持つものです。日税

政は、今後も一層の迅速な対応を心がけ、実現に

向けた働きかけを積極的に行ってまいります。

また、国政選挙への対応も極めて重要な課題

です。現在７月３日公示された参議院議員選挙

の真っ只中です。日税政では単位税政連の推薦

のもと全国で66名の推薦候補を決定しました。

７月20日の投開票日で国民の審判が下ることに

なります。

令和４年の参議院選挙までは、推薦議員の当

選率が90％を超える好成績を収めてまいりまし

たが、昨年10月の衆議院選挙では、与党に対す

る逆風もあり、当選率は80.1％にまで低下いた

しました。国政選挙は、税理士政治連盟の使命

において重要な活動であります。全国の皆様の

お力を結集し、推薦議員の一人でも多くを国政

に送り出すべく、全力で取り組んでまいりたい

と存じます。

引き続き、皆様のより一層のご理解とご協力

をお願い申し上げます。結びに、本日ご参会の

皆様のご健勝と、関東信越政治連盟のますます

のご発展を心より祈念申し上げ、祝辞といたし

ます。

祝　　辞
日本税理士政治連盟

　会長　東　　秀　優
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　＜衆議院＞

　議員名	 選挙区	 　政　党

福島　伸享○	 茨城１区	 無所属

梶山　弘志	 茨城４区	 自由民主党

浅野　　哲○	 茨城５区	 国民民主党

永岡　桂子	 比例北関東	 自由民主党

田所　嘉德	 比例北関東	 自由民主党

船田　　元	 栃木１区	 自由民主党

簗　　和生	 栃木３区	 自由民主党

茂木　敏充	 栃木５区	 自由民主党

五十嵐　清	 比例北関東	 自由民主党

山口　良治	 比例北関東	 公明党

中曽根康隆	 群馬１区	 自由民主党

笹川　博義	 群馬３区	 自由民主党

小渕　優子	 群馬５区	 自由民主党

長谷川嘉一○	 比例北関東	 立憲民主党

黄川田仁志○	 埼玉３区	 自由民主党

穂坂　　泰	 埼玉４区	 自由民主党

枝野　幸男○	 埼玉５区	 立憲民主党

大島　　敦○	 埼玉６区	 立憲民主党

小宮山泰子○	 埼玉７区	 立憲民主党

柴山　昌彦○	 埼玉８区	 自由民主党

杉村　慎治	 埼玉９区	 立憲民主党

田中　良生	 埼玉15区	 自由民主党

土屋　品子	 埼玉16区	 自由民主党

武正　公一○	 比例北関東	 立憲民主党

竹内　千春○	 比例北関東	 立憲民主党

市來　伴子○	 比例北関東	 立憲民主党

中野　英幸	 比例北関東	 自由民主党

三角　創太	 比例北関東	 立憲民主党

梅谷　　守	 新潟５区	 立憲民主党

宮下　一郎	 長野５区	 自由民主党

　＜参議院＞　　

　議員名	 選挙区	 　政　党

片山さつき○	 比例代表	 自由民主党

堂込麻紀子	 茨城選挙区	 無所属

上野　通子	 栃木選挙区	 自由民主党

矢倉　克夫	 埼玉選挙区	 公明党

高木　真理	 埼玉選挙区	 立憲民主党

若松　謙維○	 比例代表	 公明党

○印は本人出席

＜関連団体・組織＞

日本税理士政治連盟	 副会長	 工藤　重信

	 幹事長	 吉川　裕一

東京税理士政治連盟	 会　長	 名倉　明彦

東京地方税理士政治連盟	 会　長	 鈴木　崇晴

千葉県税理士政治連盟	 会　長	 美保　哲夫

北海道税理士政治連盟	 会　長	 名越　隆雄

関東信越税理士会	 会　長	 大山　博之

関東信越税理士国民健康保険組合

	 理事長	 本塚雄一郎

関東信越税理士協同組合連合会

	 副理事長	 長谷川良則

 ご 来 賓 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）
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 出席国会議員�
（敬称略・順不同）

浅野哲衆議院議員 長谷川嘉一衆議院議員枝野幸男衆議院議員

大島敦衆議院議員柴山昌彦衆議院議員小宮山泰子衆議院議員

黄川田仁志衆議院議員若松謙維参議院議員福島伸享衆議院議員

武正公一衆議院議員市來伴子衆議院議員竹内千春衆議院議員
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小宮山泰子衆議院議員（右から2人目）

竹内千春衆議院議員（左から3人目） 長谷川嘉一衆議院議員（中央）

黄川田仁志衆議院議員（左から3人目）

　懇 親 会 ス ナ ッ プ

大島敦衆議院議員（左）若松謙維参議院議員（右から2人目）
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第27回参議院議員通常選挙は、７月３日に公
示され、投開票は７月20日に行われた。

今回の選挙は、従来から進行中の物価高に加
えて、トランプ関税への対応が問題となる中で
行われた国政選挙で、各政党がそれぞれの公約
を掲げて熱い舌戦を繰り広げての選挙戦となっ
た。主な争点を整理すると次のような内容で
あったと考えられる。

①消費税減税
②物価対策としての給付金
③社会保険料負担の軽減、医療現場の支援
④米の増産対策
⑤外国人規制
⑥エネルギー政策
⑦子育て支援策
国内に閉塞感が長期間漂っているとともに政

治とカネの問題が尾を引いていることを背景
に、既存政党のパワーバランスに変化が見られ
ていたところに加えて、一部の野党と新興政党
が党勢を拡大して臨んだ点が近年の選挙と大き
く異なっていたところであろう。

最終的な投票率は58.51%、前回の参院選が
52.05% だったので６ポイント超の上昇で、2000
年代では最も高い水準となった。また、今回の
期日前投票者数は前回の参院選より約656万人増
加して2,618万人となり、過去最多となった。こ
れは投票率の伸びが今一つだったものの、国民
の関心が高まっていたことの表れとも言えよう。

選挙結果については、自公の与党が改選議席
66に対して当選者47人と大幅に議席を減らし、
その一方で国民民主党と参政党が大幅に議席を
増やす結果となった。

関東信越税理士政治連盟による推薦候補者の
結果を見ると、当連盟が推薦した候補者９人の

国対委員長 

　出　澤　琢　磨

第 27 回参議院議員通常選挙を振り返って

うち当選は５人、税理士による後援会がある候
補者５人のうち当選は３人であった。当連盟の
各後援会はともに候補者を全力で支援したとこ
ろであるが、極めて厳しい結果になってしまった。

当連盟としては、後援会を組織する議員・前
議員を引き続き積極支援することで、より多く
の税制改正に関する要望事項の実現を図ること
が重要であり、同時に、税理士政治連盟の組織
率向上及び各後援会の会員増強と更なる活性化
を図らなければならないことを再認識させられ
た選挙であった。

第27回参議院議員通常選挙における
関税政推薦候補者の結果

関税政では推薦審査会を開催し、下表９人の
推薦候補者を決定した。

令和７年７月20日の投開票において下表の５
人が当選した。

（敬称略）
氏　　名 選 挙 区 政党（前） 結果

上　月　良　祐 茨 城 県 自 民 党 •
小　沼　　　巧 茨 城 県 立憲民主党 ー

高　橋　克　法 栃 木 県 自 民 党 •
清　水　真　人 群 馬 県 自 民 党 •
古　川　俊　治 埼 玉 県 自 民 党 •
矢　倉　克　夫 埼 玉 県 公 明 党 ー

熊　谷　裕　人 埼 玉 県 立憲民主党 •
中　村　ま　い 新 潟 県 自 民 党 ー

藤　田　ひかる 長 野 県 自 民 党 ー

※　　•＝当選　−＝当選に至らず

•••••••••••••••••••••
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日本税理士会連合会
日本税理士政治連盟 

税制に対する基本的な視点税制に対する基本的な視点 建議・要望の構成建議・要望の構成

税理士法第４９条の１１（建議等）税理士法第４９条の１１（建議等）
税理士会は、税務行政その他租税

又は税理士に関する制度について、
権限のある官公署に建議し、又はその
諮問に答申することができる。

税理士法第１条（税理士の使命）税理士法第１条（税理士の使命）

重要建議・要望項目重要建議・要望項目

税理士は、税務に関する専門家として、独立した公正な
立場において、申告納税制度の理念にそつて、納税
義務者の信頼にこたえ、租税に関する法令に規定された
納税義務の適正な実現を図ることを使命とする。

◉ 特に強く主張したい６項目の「重要建議・要望項目」
◉ 中長期的な視点から検討した税目ごとの「今後の
税制改正についての基本的な考え方」

◉ 全国15税理士会及び日税連の650項目の税制
改正意見から43項目に集約した「建議・要望項目」

❶ 担税力に即した公平な税負担
❷ 中立的で簡素な税制
❸ 合理的な事務負担
❹ 時代の変化に適合する税制
❺ 税務行政の透明性と適正な手続

制改正に関する
建議・要望建議・要望税税

令和8年度

消  費  税

法  人  税

中小法人税制

災害対応税制

所  得  税

消費税の複数税率制度を廃止し単一税率制度に戻すとともに、
インボイス制度導入に伴う各種特例措置の延長等といった中小・
小規模事業者への必要な支援を継続すること （建議書２頁）

役員給与税制について見直しを行うこと （建議書２頁）

中小企業者等の法人税率の特例の適用期限について延長すること
 （建議書３頁）

雑損控除の適用につき「特定非常災害により生じた損失」について
は、控除の順番を見直すとともに、繰戻還付制度を創設すること
 （建議書３頁）

⑴ 所得税の確定申告期限を延長すること （建議書４頁）
⑵ 少子化対策について、税制面での検討を行うこと （建議書４頁）
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日本税理士会連合会
https://www.nichizeiren.or.jp/

日本税理士政治連盟
https://nichizeisei.jp/

日本税理士会連合会の概要日本税理士会連合会の概要
日本税理士会連合会は、税理士の使命及び
職責にかんがみ、税理士の義務の遵守及び税理士
業務の改善進歩に資するため、税理士会及び
その会員に対する指導、連絡及び監督に関する
事務を行い、並びに税理士の登録に関する事務を
行うことを目的として、税理士法で設立が義務
付けられている団体である。日本税理士会連合
会は、全国15の税理士会で構成されている。
税理士は税理士会に所属することが法定されて
おり、会員数は、約80,000人である。

主な建議・要望項目主な建議・要望項目
所得税・
法人税等
共通項目

所得税

法人税

消費税

相続税
・

贈与税

地方税

納税環境整備

資本的支出に係る耐用年数の取り扱いを見直すこと。
（建議・要望項目２）

賃上げ促進税制に係る控除限度額を拡充すること。
（建議・要望項目５）

死亡の場合の準確定申告書の提出期限を、相続税の申告期限と同様とすること。
（建議・要望項目10）

少額の減価償却資産の取得価額基準を引き上げること。
（建議・要望項目15）

消費税の非課税取引の範囲を見直すこと。
（建議・要望項目21）

納税義務免除制度及び簡易課税制度について、基準期間制度を廃止し、当該課税期間
による判定とすること。 （建議・要望項目22）

取引相場のない株式の評価の適正化を図るため、所要の見直しを行うこと。
（建議・要望項目25）

法人版事業承継税制（一般措置）に代えて、新たな贈与税及び相続税の猶予制度を創設
すること。 （建議・要望項目28）

償却資産課税制度のあり方を抜本的に見直すこと。
（建議・要望項目33）

税務手続においては電子申告等の活用を基本とし、そのための課題を具体的に分析・
検討し、制度及びシステムの両面での積極的な環境整備を行うこと。（建議・要望項目38）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

©税理士会広報キャラクター
にちぜいくん
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茨城県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
　出　澤　琢　磨

１．第50回定期大会
７月16日、水戸プラザホテル（水戸市）にお

いて ､ 茨城県税理士政治連盟第50回定期大会が
開催された。村田一晃副幹事長の司会で始まり、
熊木利彰副会長の開会の言葉の後、小泉達哉会
長からあいさつがあった。

議事は若山実代議員が議長となり、出澤琢
磨幹事長と飛田喜久会計幹事が議案説明をし、
第１号議案から第５号議案すべて承認可決さ
れた。

議事終了後、小林俊一関税政会長、長沼早苗
茨城県連会長から祝辞をいただいた。祝電披露
の後、根本明人副会長の閉会の言葉で終了した。

定期大会終了後の茨城県連・茨税協・茨税政
の三会主催の懇親会は、定期大会にご出席いた
だいた来賓の方々に加え、国会議員及び議員秘
書の方々を始め多数のご出席をいただき、盛大
に開催された。後援会を組織している国会議員
を含めて衆議院議員10人、参議院議員５人を招
待し、出席者は国会議員２人、秘書による代理
が９人の総数11人となった。また小林俊一関税
政会長が来賓として出席された。祝辞は、福島
伸享衆議院議員（無所属・茨城１区）、田所嘉
德衆議院議員（自民党・比例北関東）の２人か
らいただいた。代理出席の秘書は壇上で簡単な
自己紹介をしていただいた。来賓の方々と茨税
政代議員との間で積極的な意見交換が行われ、
親睦を深めることができた。

小泉会長あいさつ

福島伸享衆議院議員

田所嘉德衆議院議員

２．後援会活動
（1）「令和８年度税制改正に関する要望」に

ついて、各後援会の地元陳情が始まり、各後援
会ともに税制改正要望等の陳情活動を行った。

（写真は８月21日現在。）

福島伸享衆議院議員（右）

田所嘉德衆議院議員（中央）
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国光あやの衆議院議員（自民党・比例北関東）右から3人目

上月良祐参議院議員（自民党・茨城県）中央

（2）税理士による国光あやの後援会
６月27日、川井義久後援会長以下11人でイタ

リアン・レストラン神立屋（土浦市）で総会を
開催し、議員の国政報告を伺った。その後の懇
親会は、非常に和やかな雰囲気の中、国光あや
の衆議院議員（自民党・比例北関東）と盛んな
意見交換を行い有意義な時間となった。

（3）税理士による福島伸享後援会
７月22日、高橋法明後援会長以下16人でホテ

ル・ザ・ウエストヒルズ・水戸（水戸市）で総
会を開催し、議員の国政報告を伺った。その後
の懇親会は、非常に和やかな雰囲気の中、福島
伸享衆議院議員と盛んな意見交換を行い有意義
な時間となった。

福島伸享衆議院議員（前列左から２人目）

（4）税理士による梶山弘志後援会
８月30日、岩間茂後援会会長以下多くの会員

が出席し常陸太田市商工会館（常陸太田市）で
総会を開催し、梶山弘志衆議院議員（自民党・

茨城４区）の国政報告を伺った。その後の懇親
会は、非常に和やかな雰囲気の中、梶山議員と
盛んな意見交換を行い有意義な時間となった。

国政報告の様子

栃木県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
小　暮　好　市

陳情活動
－現場の空気と税理士の声を届けるために－

（1）報告
本年も、関東信越税理士政治連盟の重要な活

動の一環として、栃木県選出の国会議員各位へ
の陳情活動を実施した。税制改正や地域の中小
企業支援に関する私たち税理士の思いを直接お
伝えする貴重な機会であり、毎年恒例のことな
がらも、やはり独特の緊張感と期待が入り混じ
る場面である。

（2）背景
わが国の税制は、社会情勢を鑑み、制度改正

や運用の見直しが行われている。特に令和７年
度は、インボイス制度や電子帳簿保存法の実務
対応、さらには定額減税に伴う現場の混乱など、
税理士業務に直結するテーマが山積した。こう
した課題を現場から国政へ橋渡しするのが、私
たちの陳情活動の意義であると思う。

（3）活動の成果
今夏の陳情活動で、栃木県選出の９人の衆議

院及び参議院議員の全議員事務所に訪問した。
（うち、本人対応が６人）

短時間の面談で要望が即座に伝わるわけでは
ないが、確実に手応えを感じる瞬間がある。そ
れは、国会議員の先生方がメモを取りながら真
剣に耳を傾けて下さる場面である。中には「実
際の事例をぜひ次回詳しく聞かせて欲しい」と
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前向きな反応もあり、私たちの陳情が今後の政
策議論の土台となることを確信した。

（4）おわりに
栃木県での陳情活動を通じ、税理士が地域社

会の健全な発展にどのように貢献できるかを、
改めて実感した。私たちの仕事は単なる数字の
計算に留まらず、地域の事業者や家庭を支え、
ひいては国の財政基盤を守る重要な役割を担っ
ている。その声を政治の場に届けることは、責
務であると同時に誇りでもある。

船田元衆議院議員（自民党・栃木1区）中央

簗和生衆議院議員（自民党・栃木3区）左から2人目

藤岡たかお衆議院議員（立憲民主党・栃木4区）中央

五十嵐清衆議院議員（自民党・比例北関東）左から2人目

佐藤勉衆議院議員（自民党・比例北関東）中央

高橋克法参議院議員（自民党・栃木県）中央

群馬県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
角　田　　　修

１．第54回定期大会
群馬県税理士政治連盟は、７月17日、ホテル

メトロポリタン高崎（高崎市）において、代議
員93人（内委任状出席39人）の出席を得て、第
54回定期大会を開催した。

来賓に、富岡賢治高崎市長、小林俊一関東信
越税理士政治連盟会長、鴻田敦関東信越税理士
会群馬県支部連合会長、高橋浩生群馬県税理士
協同組合理事長、市花宏之関東信越税理士国民
健康保険組合群馬県連理事長にご臨席賜った。

狩野要一代議員及び岩澤安国代議員が議長に
就任し、議事が粛々と進行した。上程された第
１号議案から第６号議案までの全てが可決承認
された。その後、６人の支局長により大会決議
が読み上げられた。

来賓の方々や中曽根康隆衆議院議員（自民党・
群馬１区）から祝辞をいただき、議員秘書らの
紹介を経て、定期大会を終えた。その後の懇親
会も盛会のうちに終了した。
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石原仁会長あいさつ

採決の様子

中曽根康隆衆議院議員

尾身朝子前衆議院議員（左から3人目）

２．参議院議員通常選挙
７月20日に投開票された第27回参院選におい

て、群馬選挙区では、改選数１となった2007年
以降で最多の７人が立候補した。序盤で優位と
みられていた自民党現職の清水真人候補（日税
政、関税政及び群税政の推薦者）が、終盤に近
付くにつれて迫ってきた参政党新人を、得票率
３ポイント余りの差で逃げ切り再選を果たした。

比例代表に立候補した自民党新人の釜萢敏候
補（群税政の推薦者、高崎市出身）は、個人票
で17万4,434票を獲得し、特定枠を除いて上位
６位に入り初当選を果たした。

清水候補（左）に推薦状を手交する石原群税政会長

清水候補（左）と狩野要一後援会長

清水候補（中央前列）と後援会員

釜萢敏群馬後援会事務所にて
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３．陳情活動
以下の通り、陳情活動を行った。

（1）８月11日　�笹川博義衆議院議員（自民党・
群馬３区）　於：太田市

（2）８月20日　�井野俊郎衆議院議員（自民党・
群馬２区）　於：桐生市

（3）８月25日　�中曽根康隆衆議院議員（自民党・
群馬１区）於：前橋市

笹川博義衆議院議員（左）と富田唯志後援会長

笹川議員太田事務所にて

笹川議員への陳情の様子

井野俊郎衆議院議員（中央）と後援会員

左から井野議員、押見後援会長、石原群税政会長

井野議員への陳情の様子

中曽根康隆衆議院議員（中央）

後援会旗を掲げて
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埼玉県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
横　田　尚　久

１．第63回定期大会
７月８日、ザ・キャピトルホテル東急（千代

田区）において定期大会を開催した。
中村岳副幹事長が司会となり開会を宣言し、

定足数について、出席者54人、委任状による出
席者209人、合計263人（代議員総数338人）で
あり、本定期大会が有効に成立する旨の報告が
あった。

その後、新井正副会長の開会のあいさつ、司
会者から来賓紹介が行われた後、岸生子会長の
あいさつがあった。

議長に浦和支局の藤井恵美子代議員を、副議
長に所沢支局の齋藤礼子代議員を選任した。

第１号議案から第６号議案が上程され、議案
の説明を細沼幸央副幹事長、高田明子副幹事長、
萩原武馬副幹事長、中村文男副幹事長、杉野幸
恵副幹事長が行い、慎重審議の末、全ての議案
が可決承認された。

議長、副議長の降壇後、小野恭利埼玉県連会
長、加藤雅彦埼税協副理事長からあいさつをい
ただいた。

そして、司会者による祝電披露の後、最後に
横田尚久幹事長の閉会のあいさつがあった。

新井正副会長開会のあいさつ

岸生子会長あいさつ

藤井恵美子議長（左）齋藤礼子副議長（右）

定期大会の様子

小野恭利埼玉県連会長あいさつ

加藤雅彦埼税協副理事長あいさつ

２．後援会による地元陳情
各後援会は、７月から８月にかけ「令和８年度税

制改正に関する要望」について地元陳情を行った。

（1）税理士による村井英樹後援会、７月23日、
衆議院第一議員会館（千代田区）にて

（2）税理士による枝野幸男後援会、７月25日、
枝野幸男事務所（さいたま市）にて
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（3）税理士による上田清司後援会、８月４日、
上田清司事務所（朝霞市）にて

（4）税理士による土屋品子後援会、８月15日、
土屋品子事務所（春日部市）にて

（5）税理士による大島敦後援会、８月19日、大
島敦事務所（桶川市）にて

（6）税理士による黄川田仁志後援会、８月19日、
衆議院第一議員会館（千代田区）にて

（6）税理士による小宮山泰子後援会、８月19日、
小宮山泰子事務所（川越市）にて

（7）税理士による田中良生後援会、８月25日、
田中良生事務所（さいたま市）にて

村井英樹衆議院議員（自民党・埼玉1区）右

枝野幸男衆議院議員（立憲民主党・埼玉5区）左

上田清司参議院議員（無所属・埼玉県）左

土屋品子衆議院議員（自民党・埼玉16区）右

大島敦衆議院議員（立憲民主党・埼玉6区）中央

黄川田仁志衆議院議員（自民党・埼玉3区）右から3人目

小宮山泰子衆議院議員（立憲民主党・埼玉7区）左から2人目

田中良生衆議院議員（自民党・埼玉15区）右から2人目
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新潟県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
齋　藤　嘉　一

１．第58回定期大会
７月15日、ANA クラウンプラザホテル新潟

（新潟市）において第58回定期大会を開催した。
来賓には小林俊一関税政会長、青木美智夫新潟
県連会長、三村宰新潟県税協理事長、上田滋之
国保組合新潟県理事長をお迎えした。議長に池
淳一代議員を選出し、第１号議案から第６号議
案までいずれも賛成多数で可決承認された。第
６号議案にて可決承認された大会決議文を、捧
みちる広報委員長と定期大会出席者全員にて唱
和し、大会決議の再確認を行った。

真島会長あいさつ

小林関税政会長祝辞

青木県連会長あいさつ

池議長あいさつ

大会のようす

定期大会終了後、新潟県連との共催により国
会議員の皆様との懇親会を開催した。定期大会
当日は、参議院議員通常選挙の公示日と投票日
の間の選挙期間に該当したため、国会議員の
方々の出席は難しいと考えていたが、国定勇人
衆議院議員（自民党・比例北陸信越）と西村智
奈美衆議院議員（立憲民主党・新潟１区）のお
二人が来場され、各支局のテーブルにて懇談し、
親交を深めた。

国定勇人衆議院議員あいさつ

西村智奈美衆議院議員あいさつ

（22） 第60号	 関　　　　税　　　　政	 令和 7 年 9 月 25 日発行



２．地元陳情活動について
参議院議員通常選挙投票日の翌日７月21日か

ら本格的に陳情活動を開始した。令和８年度税
制改正に関する要望、建議事項の陳情を、県内
９人の国会議員を対象に８月29日まで行った。

西村智奈美衆議院議員（立憲民主党・新潟1区）左から2人目

菊田真紀子衆議院議員（立憲民主党・新潟2区）中央

米山隆一衆議院議員（立憲民主党・新潟4区）中央

国定勇人衆議院議員（自民党・比例北陸信越）右から2人目

打越さく良参議院議員（立憲民主党・新潟県）左から2人目

小林一大参議院議員（自民党・新潟県）左から2人目

長野県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
堀　内　義　広

１．第50回 定期大会を開催
７月22日、長野県税理士政治連盟の第50回定

期大会が上田東急 REI ホテル（上田市）にお
いて開催された。限られた時間の中で、星野直
信議長の名采配により全議案が予定時間内で可
決確定した。

当日は来賓としてお迎えした小林俊一関東信
越税理士政治連盟会長から全国の政治連盟の組
織率低下の現状等をお話しいただいた。また、
後藤茂之衆議院議員（自民党・長野４区）、宮
下一郎衆議院議員（自民党・長野５区）には、
税制改革や農業政策等のお話を含めてあいさつ
をいただいた。

井出庸生衆議院議員（自民党・比例北陸信越）
には国政報告をお願いし、自由民主党の現状と、
少数与党となった状態での各国との様々な協議
や政治の進め方につきお話しいただいた。

同日に関東信越税理士会長野県支部連合会の
定期総会も開催されたため、懇親会は合同開催
となった。懇親会からお越しいただいた若林健
太前衆議院議員からあいさつをいただき、ご本
人の政治への向き合い方などをお話しいただい
た。出席した各会員は、積極的にコミュニケー
ションを取り活発な意見交換を行った。
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成澤優一朗県税政会長あいさつ

小林俊一関税政会長あいさつ

後藤茂之衆議院議員あいさつ

宮下一郎衆議院議員あいさつ

井出庸生衆議院議員国政報告

２．後援会活動について
今年は参議院議員通常選挙が執り行われ、当政

治連盟は久しぶりに参議院選挙での推薦を行った。
推薦した藤田ひかる候補は、長野県選出の衆

議院議員の方々の応援を得て長野県内の全市町
村を回り、関係する各後援会の協力を得て善戦
したが残念な結果となった。

県下の後援会は、藤田候補とともに支部例会で
のあいさつやパンフレットの配布などの活動を行った。

３．地元陳情について
令和８年度税制改正要望に係る早期地元陳情

が、各後援会を通じて個々に開催された。
後藤茂之後援会は急な日程であったため、五

味公一会長のみの出席となった。
８月26日開催の井出庸生後援会の陳情には、

横沢正県税政副会長と堀内義広県税政幹事長が
同席し、小池久己会長が令和８年度税制改正に
関する建議・要望の説明を行った。

宮下一郎後援会は、宮下議員の都合がつかず、
藤森秘書に対して陳情内容を説明した。

後藤茂之衆議院議員（左）

井出庸生衆議院議員（中央）

井出議員への陳情の様子
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長野県税政連の活動【令和７年８月26日現在】
・５月14日　日税連全国後援会活動活性化会議

に出席
・６月28日　後藤茂之先生御令室お別れの会に

参列
・７月３日　藤田ひかる候補出陣式に参加
・７月８日　関東信越税理士政治連盟 第59回定

期大会に出席
・７月22日　長野県税理士政治連盟第50回定期

大会を開催
・８月19日　百瀬征男前会長告別式に参列
・８月23日　後藤茂之後援会 地元陳情
・８月26日　井出庸生後援会 地元陳情

百瀬征男前会長が逝去
８月12日、長野県税理士政治連盟前会長の百瀬征男先生がご逝去された。
百瀬先生は平成13年から政治連盟の役員を歴任し、平成21年４月、幹事長に就任

してからは、関東信越税理士政治連盟・日本税理士政治連盟の役員として活躍され、
平成27年４月に会長に就任してからは、財務省との意見交換会などで「国民のため
の税制」を基本理念とし、税のあるべき姿に対して理論と現場の状況を財務官僚に
臆することなくぶつけていくとても頼もしい存在であった。

令和５年３月に会長職を退任した後も相談役として在籍され、その情熱は尽きる
ことを知らない激しさをお持ちであった。

８月19日に法祥苑（松本市）にて執り行われた告別式には、大勢の方がお別れに参列した。長野県
税理士政治連盟としては貴重な人材を亡くしてしまったことは残念だが、これからも百瀬先生の遺志
を引き継いで活動していくことを遺影に誓った。

編集後記編集後記
広報委員長広報委員長　角田　修　角田　修
この度、広報委員長に就任した群馬県伊勢崎支局の角田で
す。よろしくお願いします。
これまで乗り換える際はしばらく中古車でしたが、20年ぶ
りに自分のために新車を買いました。今どきの車って慣ら
し運転が要らないと耳にするのですが、久しぶりの新車で
す。走行距離500㎞まではエンジンを2500回転以内に収め
るなど500㎞刻みに基準を決めて、この縛りが早く終えれ
ば、と思いながら日々ひそかに楽しんでいます。今は走行
距離1500㎞を過ぎ、慣らし運転も残り半分です。涼しくなっ
たら山にドライブに行きたいなと思いを巡らせています。

広報副委員長広報副委員長　小野　朝嗣　小野　朝嗣
広報委員は2期目になります。今期は副委員長を仰せつかり
ました。
会員皆様へは「後援会の活動」や「税制改正に関する陳情」
の様子をたくさんお伝えできるよう努めますので、ご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

広報委員広報委員　土屋　秀　土屋　秀
７月８日に開催されました定期大会において、新年度の活
動方針が滞りなく決議され、我々の新たな活動も本格的に
始動いたしました。
そうした中、７月２０日に行われた参議院議員選挙では、
昨年の衆議院議員選挙に続き、与党が過半数を割る結果と
なり、我が国の政治が変革期を迎えるのか、その行方に注
目が集まっております。今後の政権運営次第では、税制を
はじめとする経済政策にも影響を及ぼすかもしれません。
こうした情勢の中にあって、皆様にとって有益な情報を迅
速かつ的確に発信できますよう、鋭意努めてまいります。
今後とも、税政連の活動に対しまして、より一層のご理解
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

広報委員広報委員　小板橋　敬之　小板橋　敬之
参議院議員選挙が終わり、結果は皆様ご承知のとおりとな
りました。自民党の大敗、新興勢力の台頭。これは歴史的
な転換点になるのか、はたまた一時的なものであるのか。
今後の動きに注目です。

広報委員広報委員　杉野　幸恵　杉野　幸恵
2025年参議院選挙では昨年の衆議院選挙に続き、少数与党
による野党との協調という新しい形の民意が現されました。
広報委員として、我々税理士の民意である税制建議をはじ
めとする政治連盟の活動について、引き続き発信していく
所存です。どうぞよろしくお願いします。

広報委員広報委員　捧　みちる　捧　みちる
本年度から広報委員を務めることとなりました。税政連の
活動内容を、会員の皆様にしっかりとお伝えできるよう、
編集ができる「目」と「国語力」を鍛えるよう心掛けて頑
張ります。どうぞよろしくお願いいたします。

広報委員広報委員　宇賀田　伸彦　宇賀田　伸彦
参議院議員選挙がありました。既存政党が軒並み議席を減
らし、特に与党は、先の衆議院議員選挙に続いて大敗しま
した。
これからの政権は、どこが担うことになろうとも、なかな
か政策を通すことも難しくなるでしょう。
税法を中心とした陳情をしている税理士からの要望は、ど
うお願いしていくのか難しい局面を迎えているかもしれま
せん。
そんなことの検討に役立つ紙面です。事務局の皆様いつも
ありがとうございます。
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〒330-0842　さいたま市大宮区浅間町 2 丁目 7 番地 
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